
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＪＲ東労組は１１月１１日、申６号「２０２５年度年末手当に関する申し入れ」第３回団体交渉に

おいて、「３．０ヶ月＋特に０．１ヶ月分を加算」との回答を受けました。 

団体交渉の中で、「要員不足により過重労働を強いられている職場実態」「年末手当の判断

材料について職場の努力の反映である営業収益を主とすること」「株主配当金の増配分の原

資に比べ、年末手当増額分の原資は 3 分の１程となっており、社員にも正当に還元すること」

「過去最高額の支給額と打ち出しているが、物価上昇を考慮すれば納得感がなく、月数で言え

ば、年間６ヶ月にも及ばず、歴代２２番目の低い回答月数水準となっていること」等を訴え、再

考を求めてきました。 

しかし会社は受け止めるとしつつも、「必要な要員は確保している」「主として営業利益を勘

案する」「配当と期末手当を比べるのは違う」「支給額が重要な要素」と頑なな姿勢を変えず、

職場の努力に報いる姿勢ではありませんでした。 

従って、深刻化する要員不足の中で奮闘している組合員・社員の努力に報い、モチベーショ

ンの向上が必須であることから、要員不足の認識の乖離を埋めるためにも年末手当に見える

形で反映すると共に、努力に報いない経営姿勢を是正し、年末手当の要求満額回答をかち取

るために、緊急でアンケートを実施しますので、JR東日本で働くすべての仲間のご協力をお願

い致します。 

 

 

発行責任者 加藤 誠 

ＪＲ東労組ホームページ 
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